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各種行事・訓練
令和３年 第３師団始動
第４次師団訓練検閲
１００リットル献血運動
信太山自衛隊音楽まつり
姫路城クリーン作戦

スウィートライフ
師団戦士
我が部隊の新戦力
成人の抱負

第３師団隊員紹介コーナー

職場の豆知識

みんなの架け橋
奈良地方協力本部

縁起物



１ ３ 師 団 だ よ り 第１３８号 令和３年（２０２１年） １月

師
団
司
令
部
は
、
令
和
３
年
１
月
５
日
（
火
）
、

千
僧
駐
屯
地
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）
に
お
い
て
年
始

行
事
を
実
施
し
た
。

年
始
行
事
は
、
令
和
３
年
の
更
な
る
団
結
の
強

化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
達

磨
の
目
入
れ
、
年
男
に
よ
る
抱
負
、
最
後
に
師
団

創
立
60
周
年
の
節
目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

人
文
字
を
作
成
し
た
。

ま
た
、
師
団
の
各
隷
下
部
隊
に
お
い
て
も
同
様
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
訓
練
開
始
行
事
が
行
わ
れ
、
第

３
師
団
の
令
和
３
年
が
始
動
し
た
。

令和３年、創立６０周年を迎える第３師団（師団司令部）

連隊朝礼（今年の一文字）
第３６普通科連隊

連隊朝礼（新成人の抱負）
第３７普通科連隊

師団長による達磨の目入れ（師団司令部庁舎前）

編隊飛行
第３飛行隊（中部方面航空隊とともに）

記念撮影
第３師団司令部付隊

安全祈願（御神酒）
第３特科隊

８１式短距離地対空誘導弾（非実射訓練）
第３高射特科大隊



師
団
（
師
団
長

山
根
陸
将
）
は
、
令
和
２
年
12
月
17
日
（
木
）

か
ら
21
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
（
大
分
県
）

に
お
い
て
、
第
３
特
科
隊
（
隊
長

髙
倉
１
佐
）
に
対
し
、
令

和
２
年
度
第
４
次
師
団
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
は
、
第
３
特
科
隊
に
対
し
て
師
団
の
陣
地
防
御
の
場

に
お
け
る
努
め
て
実
際
的
な
環
境
に
お
い
て
実
弾
射
撃
に
よ
る

訓
練
成
果
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
じ
後
の
進
歩
向
上
を
促
す

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

訓
練
開
始
式
に
お
い
て
、
検
閲
官
（
師
団
長

山
根
陸
将
）

は
「
所
望
の
精
度
と
速
度
を
得
ら
れ
る
射
撃
を
追
求
せ
よ
。
」

「
陣
地
変
換
を
整
斉
・
円
滑
に
実
施
し
て
火
力
戦
闘
の
継
続
性

を
確
保
せ
よ
。
」
「
安
全
管
理
を
徹
底
せ
よ
。
」
の
３
点
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
「
部
隊
長
を
核
心
と
し
て
、
本
検
閲
ま
で

に
積
み
上
げ
て
き
た
練
成
の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と

を
期
待
す
る
。
」
と
訓
示
し
た
。

第
３
特
科
隊
は
、
普
段
な
か
な
か
使
用
す
る
こ
と
の
な
い
演

習
場
に
お
い
て
隊
長
要
望
事
項
で
あ
る
「
い
つ
も
通
り
や
れ
。
」
を

具
現
し
て
師
団
の
作
戦
遂
行
に
最
大
限
寄
与
す
る
た
め
、
整
斉

と
陣
地
変
換
を
行
い
つ
つ
継
続
し
た
火
力
戦
闘
を
実
施
し
た
。

本
検
閲
で
は
、
大
寒
波
の
影
響
に
よ
り
初
雪
の
降
る
酷
寒
の

中
で
実
施
さ
れ
た
が
、
第
３
特
科
隊
は
安
全
管
理
に
留
意
し
所

望
の
成
果
を
収
め
、
任
務
を
完
遂
し
た
。

第３特科隊長（髙倉１佐）

弾薬の装填１５５㎜りゅう弾砲ＦＨー７０による実弾射撃陣地変換

訓練開始式 第３特科隊による受閲準備完了報告

コリメータ照準前進観測班による射撃観測射撃指揮所からの射撃命令

２ ３ 師 団 だ よ り 第１３８号 令和３年（２０２１年） １月



姫
路
駐
屯
地
（
司
令

髙
倉
１
佐
）
は
、
令
和

２
年
12
月
１
日
（
火
）

か
ら
２
日
（
水
）
の
間
、

姫
路
市
か
ら
の
依
頼
を

受
け
「
第
45
回
姫
路
城

ク
リ
ー
ン
作
戦
」
に
協

力
し
た
。

本
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、

昭
和
51
年
か
ら
毎
年
協

力
し
て
お
り
、
今
年
は
、

２
日
に
分
け
て
延
べ
約

８
０
０
名
の
隊
員
が
参

加
し
、
ロ
ー
プ
等
で
安

全
を
確
保
し
つ
つ
、
城

壁
や
堀
に
生
え
た
草
木

の
除
去
等
を
行
っ
た
。

ま
た
、
大
天
守
の
す

す
払
い
に
お
い
て
は
、

女
性
自
衛
官
が
レ
ン

ジ
ャ
ー
隊
員
と
と
も
に

活
躍
し
、
ク
リ
ー
ン
作

戦
は
整
斉
か
つ
安
全
に

終
了
し
た
。

世界遺産姫路城クリーン作戦 記念撮影

第
37
普
通
科
連
隊
（
前
連
隊
長

山
田
１
佐
）
は
、
令
和
2
年
12

月
17
日
（
木
）
、
ア
プ
ラ
た
か
い
し
（
大
阪
府
高
石
市
）
に
お
い
て

信
太
山
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
事
前
に
応
募
頂
い
た
来
場
者
に
対
し
、
信
太
山
駐
屯
地

音
楽
同
好
会
、
信
太
菊
水
太
鼓
、
ら
っ
ぱ
隊
及
び
小
銃
ド
リ
ル
隊
が

演
奏
等
を
披
露
し
、
地
域
と
の
一
体
感
を
醸
成
し
た
。

小銃ドリル

信太山駐屯地音楽同好会

ラッパドリル

信太菊水太鼓隊

トロンボーンによるソロ演奏

女性自衛官による大天守のすす払い

城壁等の草木除去

福
知
山
駐
屯
地
（
司

令

小
野
田
１
佐
）
は
、

令
和
３
年
１
月
７
日

（
木
）
、
京
都
府
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
が
行

う
「
１
０
０
リ
ッ
ト
ル

献
血
運
動
」
に
協
力
し

た
。１

０
０
リ
ッ
ト
ル
献

血
運
動
は
、
血
液
が
不

足
す
る
毎
年
１
月
に
行

わ
れ
て
お
り
、
今
年
は

「
献
血
は
未
来
へ
繋
ぐ

架
け
橋
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
多
く
の
隊
員
が
協

力
し
、
１
１
１
・
６
リ

ッ
ト
ル
を
達
成
し
た
。

駐
屯
地
と
し
て
、
今

年
で
52
度
目
の
協
力
と

な
る
が
、
今
後
も
献
血

運
動
を
継
続
し
て
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
。

１００リットル献血運動

献血車３台が来隊

献血デビュー（祝 初協力）

３ ３ 師 団 だ よ り 第１３８号 令和３年（２０２１年） １月



第３偵察隊本部付隊

３等陸曹 山口 太一

第３後方支援連隊輸送隊輸送小隊

陸士長 東 真也

今
回
は
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
輸
送
隊
に
所
属

す
る
東

真
也
（
ひ
が
し

ま
や
）
士
長
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
身
地
、
入
隊
年
度
は
。

Ａ

兵
庫
県
宝
塚
市
、
平
成
31
年
入
隊
で
す
。

Ｑ

入
隊
の
動
機
は
。

Ａ

人
の
力
と
な
り
、
人
の
た
め
に
な
る
仕
事
が

し
た
い
と
思
い
、
入
隊
を
決
意
し
ま
し
た
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
の
区
隊
・
班
は
。

Ａ

第
１
０
９
教
育
大
隊
３
１
６
共
通
教
育
中
隊

第
４
区
隊
２
班
で
す
。

Ｑ

新
隊
員
教
育
で
の
思
い
出
は
。

Ａ

総
合
訓
練
で
、
班
の
仲
間
と
共
に
一
丸
と
な

っ
て
攻
撃
目
標
を
奪
取
し
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

現
職
務
の
や
り
が
い
は
。

Ａ

装
輪
操
縦
手
と
し
て
、
人
員
・
補
給
品
等
の

輸
送
支
援
を
す
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

Ｑ

現
職
務
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
は
。

Ａ

特
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
操
縦
技
術
で
す
。

Ｑ

尊
敬
（
目
指
し
て
い
る
）
先
輩
は
。

Ａ

プ
ロ
の
操
縦
手
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
る

稗
田
３
曹
と
、
相
手
の
心
を
読
ん
で
柔
軟
な
指

導
を
す
る
古
寺
３
曹
で
す
。

Ｑ

営
内
で
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ

先
輩
に
対
し
て
も
良
い
意
味
で
気
を
遣
う
こ

と
な
く
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
目
標
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
陸
曹
に
な
る
こ
と
で

す
。

Ｑ

最
後
に
一
言

Ａ

こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
第
37
普
通
科
連
隊
第
５
中
隊
で
勤
務
す
る

北
田

登
史
彦
（
き
た
だ

と
し
ひ
こ
）
３
曹
・
美
希

（
み
き
）
さ
ん
ご
夫
婦
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。

Ｑ

出
会
い
は
。

Ａ

夫
妻

友
人
の
紹
介
で
す
。

Ｑ

お
互
い
の
第
１
印
象
は
。

Ａ

夫

背
の
高
い
印
象

妻

声
の
小
さ
な
人

Ｑ

お
互
い
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
。

Ａ

夫

優
し
い
と
こ
ろ
。

妻

頼
み
事
を
聞
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
。

Ｑ

お
二
人
の
思
い
出
は
。

Ａ

夫
妻

山
口
県
を
旅
行
し
た
事
で
す
。

Ｑ

プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
は
。

Ａ

夫

素
直
に
「
結
婚
し
て
く
だ
さ
い
。
」

妻

「
は
い
！
」

Ｑ

結
婚
式
の
予
定
は
。

Ａ

夫

コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
実
施
の
予
定
で
す
。

Ｑ

新
婚
生
活
の
感
想
は
。

Ａ

夫

疲
れ
て
い
る
と
き
は
、
ゆ
っ
く
り
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

妻

そ
ば
に
い
て
く
れ
て
安
心
し
ま
す
。

今
回
は
、
第
３
偵
察
隊
本
部
付
隊
に
所
属
す

る
山
口

太
一
（
や
ま
ぐ
ち

た
い
ち
）
３
曹

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
す
。
山
口
３
曹
は
平
成

30
年
７
月
に
３
等
陸
曹
へ
昇
任
、
現
在
は
、
隊

長
ド
ラ
イ
バ
ー
兼
文
書
陸
曹
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

Ｑ

陸
曹
候
補
生
入
校
時
期
は
。

Ａ

第
１
３
２
期
、
平
成
30
年
１
月
入
校
で
す
。

Ｑ

合
格
通
知
を
受
け
た
時
の
心
境
は
。

Ａ

陸
士
の
代
表
と
し
て
部
隊
の
名
に
恥
じ
な

い
行
動
を
誓
い
ま
し
た
。

Ｑ

入
校
中
、
特
に
学
ん
だ
こ
と
は
。

Ａ

ど
ん
な
状
況
に
お
い
て
も
指
揮
、
統
制
、

調
整
が
大
事
だ
と
学
び
ま
し
た
。

Ｑ

入
校
中
、
特
に
苦
労
し
た
こ
と
は
。

Ａ

ど
ん
な
に
体
力
練
成
を
し
て
も
持
続
走
で

一
番
を
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ

陸
曹
に
な
っ
て
の
心
境
の
変
化
は
。

Ａ

自
分
の
姿
を
見
て
、
こ
ん
な
陸
曹
に
な
り

た
い
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
の
部
隊
で
の
目
標
は
。

Ａ

部
隊
集
合
訓
練
「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
助
教

と
し
て
参
加
し
、
自
ら
を
鍛
錬
す
る
と
と
も

に
、
一
人
で
も
多
く
の
後
輩
隊
員
を
レ
ン
ジ

ャ
ー
に
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ

陸
曹
を
目
指
す
後
輩
隊
員
に
一
言

Ａ

陸
曹
に
な
る
ま
で
に
、
大
き
な
壁
に
当
た

る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
何
事
も
一

生
懸
命
努
力
し
、
諦
め
る
こ
と
な
く
自
分
の

目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
て
下
さ
い
。

第３７普通科連隊第５中隊

３等陸曹 北田 登史彦
美希 さん

第７普通科連隊第４中隊

１等陸士 川口 カーリス

Ｑ

理
想
の
家
庭
は
。

Ａ

夫

笑
顔
が
絶
え
な
い
家
庭
で

す
。

妻

家
族
仲
の
良
い
家
庭
で
す
。

Ｑ

お
互
い
に
一
言

Ａ

夫

毎
日
お
弁
当
あ
り
が
と
う
。

妻

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

成
人
を
迎
え
、
私
に
も
、
も
う
そ
の
よ
う
な
日

が
来
た
の
か
、
と
嬉
し
い
気
持
ち
の
反
面
、
不
安

な
気
持
ち
も
覚
え
ま
す
。

一
社
会
人
と
し
て
の
目
標
は
、
自
衛
隊
員
と
し

て
の
各
種
能
力
の
向
上
で
す
。
陸
上
自
衛
隊
普
通

科
隊
員
と
し
て
、
体
力
だ
け
で
な
く
、
射
撃
能
力

や
地
図
判
読
能
力
、
ま
た
、
対
敵
し
た
と
き
の
対

応
力
な
ど
、
自
衛
官
と
し
て
必
要
な
能
力
は
沢
山

あ
り
ま
す
。
入
隊
し
て
か
ら
ま
だ
１
年
、
戦
力
に

な
る
に
は
課
題
が
多
い
で
す
が
、
１
日
も
早
く
一

人
前
に
な
れ
る
よ
う
、
日
々
精
進
致
し
ま
す
。

今
年
は
、
私
の
後
輩
と
な
る
隊
員
が
入
隊
し
て

き
ま
す
。
以
前
先
輩
か
ら
「
自
分
が
先
輩
に
教
育

し
て
も
ら
っ
た
恩
は
先
輩
に
返
す
の
で
は
な
く
、

後
輩
へ
の
教
育
で
返
せ
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
教
え
の
と
お
り
、
先
輩
へ
の
恩
を
後

輩
に
教
育
す
る
事
で
返
せ
る
よ
う
に
、
今
以
上
の

体
力
及
び
知
識
を
備
え
、
後
輩
へ
の
指
導
・
教
育

に
当
た
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
母
に
向
け

て
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
母

は
女
手
一
つ
で
私
を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
朝
早

く
か
ら
働
き
に
行
き
、
帰
宅
後
は
夜
遅
く
ま
で
付

き
っ
き
り
で
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
反
抗
期
に
は
、

朝
帰
り
を
し
、
母
の
言
う
こ
と
も
聞
か
ず
に
、
自

由
気
ま
ま
に
生
き
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
を
見

捨
て
ず
に
、
い
つ
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
愛
情
を

注
ぎ
、
自
衛
官
と
い
う
道
を
勧
め
て
く
れ
た
こ
と

が
入
隊
へ
と
繋
が
り
ま
し
た
。
私
は
、
今
ま
で
受

け
た
愛
情
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
つ
一
つ
の

行
動
や
発
言
を
考
え
、
責
任
あ
る
立
派
な
社
会
人

に
な
り
、
母
が
胸
を
張
っ
て
自
慢
の
息
子
だ
と

言
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
今
後
も
精
一
杯
精
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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写真

(和田２曹)
nara_pcoHP @NaraPco

広報官として特にやりがいを感じたことは、コンビニや各施設
に飛び込みで入り、店長等と良好な関係を築くことで、成果を
得られたことです。

どんな時でも笑顔で対応することを心がけており、対象者ファ
ーストを念頭に進路相談や説明をすることで、信頼関係を築く
ようにしています。

今後の目標は、新規開拓による訪問や市街地広報等を通して
自衛隊を周知し、より多くの方に就職先の選択肢の一つとして
視野に入れていただくことです。

これからも自衛隊のため、奈良地方協力本部のため、日々精進
していく所存です。

奈良地方協力本部募集課
☎0742-23-7001 (内線:8-726-784)

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

自
衛
隊
地
方
協
力
本
部

か
ら
の
情
報
を
発
信

し
ま
す
。

垣内 貴雄1等陸曹
職種：施設科 趣味：キャンプ

和田 安弘２等陸曹
職種：普通科 趣味：ゴルフ

前職は第３６普通科連隊(兵庫県伊丹市)において、射撃陸曹
として勤務していました。広報官としての勤務は初めての経験
であり、当初は戸惑うこともありましたが、担当する募集対象者
が無事に採用試験を突破し入隊を決めてくれた時は、とても
やりがいを感じました。

受験生の相談にのる際は、自身の体験を踏まえて丁寧にアド
バイスし、悩みや不安の払拭に努めています。

今後も学校や自治体等との連携強化により、募集基盤の
拡充・強化を図るほか、市街地広報においては、自衛隊の
魅力を積極的に広報して、自衛隊の理解促進と志願意欲の
高揚を図りたいと思います。

令和２年７月、一般公募作品１５１点から、
SNSにおける投票及び厳正な審査を踏まえ、
奈良地本のシンボルマークを決定しました。

令和２年１２月、認知度向上のため業務車に
デザインを施しました。

マメ

「

縁

起

物

」

こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
な
ん

だ
か
駄
洒
落
の
よ
う
で
、
逆
に
あ

り
が
た
み
が
無
く
な
り
そ
う
だ
と

感
じ
た
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
日
本
に
は
古
来
か
ら
「
言

霊
」
と
言
わ
れ
る
、
言
葉
に
は
不

思
議
な
力
が
宿
る
と
い
う
考
え
が

あ
り
、
霊
験
あ
ら
た
か
に
思
う
の

で
す
が
、
い
か
が
で
す
か
？

ち
な
み
に
、
今
回
紹
介
し
た
３

つ
の
縁
起
物
は
、
第
３
師
団
司
令

部
庁
舎
の
玄
関
に
も
飾
ら
れ
て
お

り
、
隊
員
に
福
を
届
け
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
皆
様
に
と
っ
て
令

和
３
年
が
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
年
の
挨
拶
と

し
て
は
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
職
場
の
マ
メ
知
識
を
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
縁
起
を
担
い
で
、
今
回
は
身
近

な
縁
起
物
に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。
所
説
あ
り
、

内
容
も
搔
い
摘
ん
だ
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
意
味
を
知

る
こ
と
で
あ
り
が
た
み
が
一
層
増
す
よ
う
に
思
い
ま
す
。
〇

た
ぬ
き…

「
他
抜
き
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
か
ら
、
他
者
か

ら
一
歩
抜
き
出
る
た
め
に
、
出
世
、
開
運
、
招
福
、
商
売
繁

盛
、
金
運
向
上
等
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
大
き
な
お
腹
」
は
冷
静
で
大
胆
な
決
断
力
、
「
笠
」

は
災
難
か
ら
の
防
護
等
、
風
貌
や
所
持
品
に
も
ご
利
益
に
繋

が
る
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

〇
か
え
る…

「
帰
る
」
「
返
る
」
等
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら

「
無
事
に
帰
る
」
で
交
通
安
全
や
家
内
安
全
を
、
「
若
返

る
」
で
長
寿
祈
願
、
「
お
金
が
返
る
」
で
商
売
繁
盛
の
ご
利

益
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
～
か
え
る
」
は
、

汎
用
性
が
あ
り
非
常
に
多
く
の
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
に
対
応

で
き
そ
う
で
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ご
利
益
を
生
み
出
す
こ
と

も
可
能
で
は
な
い
か
と
、
い
け
な
い
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い

ま
す
。

〇
フ
ク
ロ
ウ…

「
福
老
」

「
不
苦
労
」
「
福
来
」
等
の
語

呂
合
わ
せ
か
ら
、
長
寿
や
招
福
等
の
ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ク
ロ
ウ
は
夜
目
が
利
く
、
首
が
良

く
回
る
と
い
っ
た
生
物
の
特
性
か
ら
、
見
通
し
が
良
く
な
る
、

お
金
が
回
る
よ
う
に
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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